
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９春季生活闘争 第６回回答集計について 
連合本部は、２０１９春季生活闘争につき、６月４日（火）１０時時点で取りまとめた回答集

計について、次の通り報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 連合北海道における妥結報告（6 月 8 日現在）のあった組合は 189 組合で、そのう

ち集計可能組合は 164 組（昨年比▲9）である。月例賃金の加重平均では、6,055 円

(定昇・ベア込)で、昨年同時期の 5,683 円を 372 円上回った。 

【組合規模別賃上げ状況  2019 年 6 月 8 日 連合北海道集計】 

組合規模 
集計 

組合数 

対象組合 

人数 

加重平均 妥結額・率 

(定昇･ベア込) 

昨年実績額・率 

(定昇･ベア込) 
昨年比 

～ ９９人 

１００～２９９人 

９０ 

３９ 

４，０７９ 

６，８６９ 

４，０９９円（1.86％） 

５，０１１円（2.18％） 

３，９６１円（1.78％） 

４，９９２円（2.15％） 

+１３８円（+0.08） 

+１９円（+0.03） 

３００人未満計 １２９ １０，９４８ ４，６２３円（2.06％） ４，６２７円（2.03％） ‐4 円（+0.03） 

３００～９９９人 

１，０００人～ 

２６ 

９ 

１２，８４９

１９，４２６ 

５，３９９円（2.07％） 

６，８３４円（2.50％） 

５，２９５円（1.99％） 

６，９０１円（2.48％） 

+１０４円（+0.08） 

‐６７円（+0.02） 

３００人以上計 ３５ ３２，２７５ ６，３８８円（2.35％） ６，０９５円（2.24％） +２９３円（+0.11） 

計 １６４ ４３，２２３ ６，０５５円（2.30％） ５，６８３円（2.18％） +３７２円（+0.12） 
  

 一時金は、加重平均で年間妥結額 1,198,406 円（19 組合）で昨年より＋19,815 円、

年間月数は 4.51 月ヶ月（62 組合）となっている。 

 非正規（有期契約、短時間パートなど）の労働条件に関して、時間給は加重平均で 18

組合 25.29 円（前年 19 組合 29.56 円）、前年比-4.27 円となっている。契約社員の月

給制では 4 組合で妥結し、加重平均で 3430.8 円の引き上げとなっている。 
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○5月末までに月例賃金改善を要求した 5,269組合（昨年同時期比▲367組合）うち、

4,593組合（同 92組合増）が妥結し、1,749組合（同 34組合増）が賃金改善分を獲

得した。 
 

○平均賃金方式で回答を引き出した 4,927 組合の平均は 6,043 円・2.08％で、昨年同

時期を額では 54円上回り、率は同率となった。 中小組合 3,555 組合の平均は 4,792

円・1.95％（昨年同時期比▲81円・▲0.04ポイント）で、このうち 100人未満 2,152

組合の平均は 4,322円・1.88％となり、初回集計から一貫して昨年同時期を上回り、

かつ、賃上げ分は額・率とも全規模区分中最も高くなっている。 
 

○非正規労働者の賃上げ額は時給で 25.88 円（加重平均）となり、昨年同時期を 1.11

円上回っている。 
 

○今回は、「労働条件に関する 2019春季生活闘争および通年の各種取り組み」として、

「長時間労働の是正」「非正規労働者の雇用安定や処遇改善の取り組み」をはじめ多

岐に亘る項目について、職場実態に応じた労使の知恵と工夫が表れている。 

 


